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新しい年のスタートです。

平成17年、酉年
とりどし

のみなさんの素敵な笑顔。今年も、わたし

たち町民が未来をしっかり見据え、一歩一歩着実な足取りで、

笑顔が行き交う輝かしいまちにしたいですね。



市
・
勝
沼
町
・
大
和
村
の
三
市
町

村
に
よ
り
「
甲
州
市
」
と
し
て
発

足
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
三
市
町
村
に
よ
る
合
併

は
、
歴
史
文
化
、
産
業
、
生
活
圏

な
ど
共
通
す
る
面
が
多
く
、
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
や
価
値
観
を
共
有

し
な
が
ら
、
地
域
振
興
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
旧
市
町
村
単
位
に
地
域
総

合
局
と
地
域
協
議
会
か
ら
成
る

「
地
域
自
治
組
織
」
を
設
け
る
こ

と
も
決
ま
り
、
自
治
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
く
「
甲
州
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
の
住
民
説
明
会
を
開
く
予

定
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
の
最
重
要
課
題
は
、
全
国

に
も
誇
れ
る
勝
沼
町
を
「
甲
州

市
」
へ
と
、
し
っ
か
り
と
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
町
で
は
新
た
な
活
性
化

策
と
し
て
、
近
代
産
業
遺
産
の
活

用
構
想
を
掲
げ
、
国
や
県
の
支
援

を
得
な
が
ら
具
現
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
教
育
福
祉
施
設
の
整
備
や

各
種
基
盤
整
備
な
ど
を
一
層
進

め
、
生
涯
学
習
の
理
念
の
も
と

に
、
産
業
と
文
化
が
調
和
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い
き

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
、
輝
か
し
い
平
成
十
七

年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
、町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、異
常
気
象
の
影
響
で
、

前
半
は
少
雨
高
温
で
、
後
半
は
台

風
が
数
多
く
日
本
に
上
陸
し
、
町

に
も
被
害
が
あ
り
、
日
本
各
地
に

も
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。ま
た
、新
潟
県
中
越
地
震
や
昨

年
暮
れ
の
イ
ン
ド
洋
ス
マ
ト
ラ
沖

地
震
で
は
、
大
津
波
に
よ
る
大
被

害
が
発
生
し
、
世
界
中
が
悲
し
み

と
驚
き
の
報
道
を
聞
き
、
死
者
が

十
五
万
人
あ
ま
り
と
の
報
告
で
し

た
。
改
め
て
、
天
、
地
が
動
く
災
害

は
、
人
の
命
を
簡
単
に
奪
っ
て
し

ま
う
も
の
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
亡
く
な
っ
た
ご
家
族
の
方
々

に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
早
い
復
興
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
防

災
の
意
識
の
高
揚
や
防
災
計
画
の

取
り
組
み
へ
の
な
お
一
層
の
努
力

が
必
要
と
考
え
、
議
会
で
も
十
分

審
議
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

議
会
で
は
昨
年
、
六
市
町
村
に

よ
る
合
併
協
議
が
進
む
な
か
、
新

全
国
に
も
誇
れ
る
勝
沼
町
を

「
甲
州
市
」
へ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
春
を
迎
え

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
国
内
外
に
お
い
て

災
害
の
多
い
年
で
し
た
。
被
災

さ
れ
た
地
域
の
一
日
も
早
い
復

興
を
願
う
と
と
も
に
、
本
町
の

防
災
対
策
に
は
、
万
全
を
期
し

て
い
き
た
い
と
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

さ
て
、本
年
は
勝
沼
町
に
と
っ

て
歴
史
的
な
年
に
な
り
ま
す
。

数
年
来
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
市
町
村
合
併
の
協
議
も
、

よ
う
や
く
最
終
段
階
と
な
り
、

本
年
、十
一
月
一
日
に
は
、塩
山
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12月議会
町長の町政報告

勝沼町議会議長
佐藤　守孝

勝沼町長
三枝　武人

「
甲
州
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
も
と
に

住
民
説
明
会
を
開
催

市
誕
生
を
目
指
し
活
発
に
議
論

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
山

梨
市
の
離
脱
に
よ
る
枠
組
み
の

変
更
に
よ
り
、
勝
沼
町
、
塩
山

市
、
大
和
村
で
の
法
定
合
併
協

議
会
を
十
一
月
五
日
に
各
市
町

村
で
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
同

日
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
二
カ
月
の
な
か
、

新
市
名
は
「
甲
州
市
」
に
決
ま

り
、
今
年
の
十
一
月
一
日
に
合

併
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
町
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」

―
―
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
災

害
も
無
い
年
に
な
る
こ
と
を
祈

り
、
ま
た
、
議
会
に
お
い
て
も

新
市
に
移
行
す
る
ま
で
の
勝
沼

町
の
あ
り
方
や
甲
州
市
の
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
尽
力

し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま

が
た
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



十
二
月
八
日
、
第
五
回
の
合
併

協
議
会
で
新
市
の
名
称
が
「
甲
州

市
」に
決
定
し
ま
し
た
。公
募
の
結

果
得
票
数
が
多
か
っ
た
上
位
五
点

が
候
補
名
と
な
り
、
そ
の
中
の
最

多
得
票
の
「
甲
州
市
」
が
、こ
の
地

域
を
表
す
の
に
、
ふ
さ
わ
し
い
名

前
で
あ
る
と
し
て
全
会
一
致
で
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
市
の

目
指
す
方
向
を
示
す
「
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
」も
承
認
さ
れ
、合
併

に
向
け
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

塩
山
市
、
勝
沼
町
、
大
和
村
の

合
併
協
議
に
お
い
て
は
、
合
併
協

議
会
の
再
開
に
先
立
ち
、
十
月
二

十
九
日
に
準
備
会
が
開
催
さ
れ
、

名
称
の
決
定
方
法
や
、
本
庁
の
位

置
、
地
域
自
治
組
織
の
設
置
な

ど
、
基
本
項
目
に
つ
い
て
合
意

さ
れ
、
十
一
月
五
日
に
協
議
会
が

再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
職
員
に
よ
る
分
科
会

や
部
会
な
ど
で
の
検
討
を
は
じ

め
、
合
併
協
議
会
も
精
力
的
に
開

催
し
、
十
二
月
八
日
ま
で
に
六
十

項
目
ま
で
決
定
し
ま
し
た
。
三
市

町
村
に
よ
る
合
併
協
議
は
、
九
月

議
会
以
降
、
住
民
説
明
会
を
は
じ

め
、
議
会
の
合
併
調
査
特
別
委
員

会
、
市
町
村
合
併
を
考
え
る
町
民

会
議
な
ど
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
伺
い
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

今
後
の
日
程
と
し
て
「
甲
州
市

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
も
と
に
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
意
向
を
把
握
す
る
な
か

で
、
二
月
に
は
合
併
調
印
式
、
三

月
末
ま
で
に
県
知
事
へ
合
併
の
申

請
を
行
う
予
定
で
す
。

地
震
や
台
風
災
害
な
ど
、
火
災

予
防
だ
け
で
は
な
く
、
防
災
全
般

に
対
す
る
消
防
団
活
動
の
役
割
が

全
国
的
に
重
視
さ
れ
る
な
か
、
本

年
度
も
詰
所
や
ポ
ン
プ
車
の
購
入

な
ど
、
装
備
の
充
実
に
努
め
て
い

ま
す
。
菱
山
分
団
第
二
部
の
詰
所

は
三
月
に
完
成
予
定
で
あ
り
、
祝

分
団
第
三
部
、
四
部
の
詰
所
に
つ

い
て
も
年
明
け
に
は
着
工
予
定
で

す
。
勝
沼
分
団
第
五
部
、
六
部
で

は
四
輪
駆
動
ポ
ン
プ
車
を
一
月
に

配
備
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
十

一
月
に
は
役
場
に
水
槽
付
ポ
ン
プ

車
を
配
備
し
、
緊
急
時
の
迅
速
な

対
応
に
備
え
ま
し
た
。
勝
沼
地
内

へ
の
六
〇
ト
ン
水
槽
の
設
置
に
つ

い
て
は
地
元
と
協
議
を
行
い
、
一

月
に
は
着
工
の
予
定
で
す
。

◇
保
健
福
祉

「
祝
ふ
れ
あ
い
親
子
館
」
の
建

設
は
、
十
月
十
四
日
に
着
工
し
ま

し
た
。
ぶ
ど
う
の
国
文
化
館
の
児

童
室
を
移
転
し
、
一
月
か
ら
児
童

の
保
育
事
業
を
実
施
し
、
四
十
人

ほ
ど
の
児
童
保
育
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る
民

生
委
員
に
つ
い
て
は
、
十
一
月
が

任
期
と
な
り
、
十
二
月
二
日
に
委

嘱
状
の
伝
達
式
を
行
い
新
た
に
三

十
四
人
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

◇
ぶ
ど
う
産
地
の
確
立
と
向
上

甲
州
ぶ
ど
う
需
給
安
定
を
目
標

と
し
て
進
め
て
い
る
「
甲
州
ぶ
ど

う
改
植
推
進
事
業
」は
、八
月
か
ら

三
月
ま
で
申
請
受
付
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
需
給
調
整
の
効
果
が

出
て
い
ま
す
。ま
た
、甲
州
ぶ
ど
う

緊
急
対
策
事
業
と
し
て
、本
年
度
、

試
験
的
に
甲
州
種
百
％
の
生
搾
り

果
汁
を
委
託
製
造
し
ま
し
た
。
ぶ

ど
う
の
丘
で
販
売
す
る
と
同
時
に
、

小
中
学
校
へ
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に

も
導
入
し
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

地
産
地
消
や
甲
州
ぶ
ど
う
の
歴
史

や
文
化
を
消
費
者
に
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
今
後
も
消
費
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

中
学
生
の
フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ー
ヌ

市
へ
の
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、

九
月
十
八
日
か
ら
八
日
間
、
三
十

七
名
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒

は
、
ボ
ー
ヌ
市
内
の
一
般
家
庭
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
海
外
で
の
貴
重
な
体
験

を
通
じ
て
、
視
野
の
広
い
人
間
に

成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
来
春
に
は
ボ
ー
ヌ
市
か

ら
、
市
長
を
団
長
に
中
学
生
や
議

員
の
訪
問
団
が
本
町
を
訪
問
し
た

い
と
い
う
連
絡
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
中
学
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受

け
入
れ
な
ど
の
お
礼
も
含
め
て
、

で
き
る
限
り
の
対
応
を
し
た
い
と

考
え
、
今
議
会
に
も
補
正
予
算
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
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今
回
の
議
会
に
提
出
さ
れ
た

案
件
は
二
十
五
件
。
平
成
十
五

年
度
各
会
計
の
歳
入
・
歳
出
決

算
は
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
補
正
予
算
案
な

ど
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
の

総
額
に
、
町
税
や
地
方
交
付
税
、

国
庫
補
助
金
の
歳
入
見
込
み
、

さ
ら
に
基
金
繰
り
入
れ
金
や
起

債
（
借
入
金
）
を
財
源
と
し
て
、

九
千
四
百
二
十
四
万
九
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を

四
十
五
億
二
千
六
百
六
十
万
千

円
と
し
ま
し
た
。

※
広
報
か
つ
ぬ
ま
十
二
月
号
の

「
平
成
十
五
年
度
　
決
算
報
告
」

の
企
業
会
計
ぶ
ど
う
の
丘
に
つ

い
て
十
二
月
議
会
で
審
議
さ
れ

た
結
果
、

事
業
収
益
…
十
億
二
千
三
百
三

十
五
万
千
七
百
六
円

事
業
費
用
…
十
億
八
百
二
十
万

千
二
百
七
十
円

と
修
正
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
可
決
議
案

12月２日に行われた民生委員委嘱式で、34名
の委員を委嘱

平
成
十
六
年
第
四
回
定
例
議
会
は
、
十
二
月
十
三
日
か
ら
二

十
一
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
本
会
議
で
は
町
長
の
町
政
報
告
が
行
わ
れ
、
主
要
事

業
の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
提
出
さ
れ
た

二
十
五
案
件
に
つ
い
て
慎
重
に
協
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
防
災
を
強
化

＝
消
防
施
設
の
整
備
＝

市

町

村

合

併

国
際
交
流

〜
フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ー
ヌ
市
〜
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合
併
協
議
会
で
決
定
す
る
協
定

項
目
は
、
全
部
で
七
十
五
項
目
あ

り
ま
す
が
、
第
六
回
ま
で
に
七
十

三
項
目
が
決
ま
り
「
合
併
期
日
」

と
「
町
名
・
字
名
の
扱
い
」
の
二

項
目
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

期
日
に
つ
い
て
は
「
協
議
を
先

送
り
し
な
い
で
詰
め
る
に
は
、
あ

る
程
度
の
時
間
が
必
要
」「
新
市

の
基
幹
産
業
が
果
樹
農
業
で
あ

り
、
市
長
選
や
市
議
選
は
農
繁
期

を
避
け
る
こ
と
が
よ
い
」
と
い
う

本
庁
を
塩
山
市
役
所
に
置
く
こ

と
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
に

定
め
ら
れ
て
い
る
「
住
民
の
利
便

に
最
も
適
合
す
る
よ
う
に
交
通
の

事
情
、他
の
官
公
署
と
の
関
係
等
」

が
考
慮
が
さ
れ
ま
し
た
。併
せ
て
、

現
在
の
市
町
村
役
場
に
「
地
域
総

合
局
」（
仮
称
）
を
置
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。
現
行
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
組

織
や
機
構
な
ど
具
体
的
な
中
身
に

つ
い
て
は
、
合
併
ま
で
に
決
め
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
庁
と
地
域
総
合
局
の
庁
舎
は

考
え
が
あ
る
一
方
で
、「
塩
山
市

長
の
任
期
が
八
月
十
五
日
な
の

で
、
そ
の
前
に
合
併
す
る
こ
と
が

よ
い
」と
の
意
向
も
あ
り
ま
し
た
。

各
市
町
村
の
議
会
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
協
議
し
た
結
果
、
塩
山
市
は

「
十
月
十
七
日
」、
勝
沼
町
は
「
十

月
下
旬
」、
大
和
村
は
「
秋
以
降
」

と
す
る
こ
と
で
意
見
集
約
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

町
名
・
字
名
の
扱
い
は
、
塩
山

市
の
大
字
の
前
に
「
塩
山
」
を
入

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
甲
州

市
「
塩
山
上
於
曽
」「
塩
山
下
於

曽
」と
い
っ
た
表
記
に
な
り
ま
す
。

勝
沼
町
と
大
和
村
は
前
の
協
議
会

で
決
め
た
と
お
り
、「
勝
沼
町
」

「
大
和
町
」
と
な
り
ま
す
。

当
面
、
既
存
の
建
物
を
活
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
出
先
機
関

に
つ
い
て
は
、
住
民
の
利
便
性
を

考
慮
し
て
、
現
行
の
と
お
り
新
市

に
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

地
域
自
治
組
織
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
法
定
協
議
会
の
再
ス
タ
ー

ト
に
伴
い
、
事
前
に
合
意
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
市
民
と
行
政
の
協
働

体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
自

治
組
織
に
は
、
地
域
総
合
局
の
ほ

か
、
住
民
の
代
表
で
構
成
す
る
地

域
協
議
会
（
仮
称
）
を
設
け
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
行
政
区
に
つ
い
て

は
現
行
ど
お
り
移
行
し
、
各
区
や

区
長
会
の
運
営
方
法
な
ど
は
、
合

併
ま
で
に
統
一
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
公
共
施
設
の
使
用
料
は
、

現
状
の
ま
ま
で
移
行
し
ま
す
が
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
必
要
な
も
の

は
、
合
併
ま
で
に
統
一
し
ま
す
。

各
種
団
体
や
事
業
へ
の
補
助
金

は
、
原
則
と
し
て
は
現
状
の
ま
ま

移
行
し
、
整
理
統
合
で
き
る
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
新
市
で
改
め
て

調
整
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

第
七
回
東
山
梨
地
域
合
併
協
議
会
が
、
十
二
月
二
十
七
日
に
大
和
村
ふ
る
さ
と

会
館
で
開
か
れ
、
合
併
の
期
日
を
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
と
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
ま
た
十
二
月
十
七
日
の
第
六
回
協
議
会
で
は
、
新
市
の
本
庁
舎
を
塩
山

市
役
所
に
置
く
こ
と
を
決
め
た
ほ
か
、
旧
市
町
村
単
位
に
地
域
自
治
組
織
を
設
置

す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

本
庁
は
塩
山
市
役
所
に

合併期日などを決めた第七回東山梨地域合併協議会（大和ふるさと会館）

合

併

期

日

は

　

11

月

１

日

協定項目すべてを決定

特集　市町村合併

第６回 第７回協議会

平
成

17
年

地
域
総
合
局
と

協
議
会
を
設
置
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旧
市
町
村
単
位
に
置
く
こ
と
を

決
め
た
地
域
自
治
組
織
は
、
下
の

図
の
よ
う
に
、
現
地
解
決
型
の
役

所
で
あ
る
「
地
域
総
合
局
」（
仮

称
）
と
、
住
民
各
層
の
代
表
か
ら

な
る
「
地
域
協
議
会
」（
仮
称
）

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
な
仕

事
の
中
身
や
予
算
の
付
け
方
に
つ

い
て
は
、
合
併
ま
で
に
定
め
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
協
議
会
で
は
、
各
市
町
村

の
職
員
に
よ
る
検
討
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
て
、
地
域
総
合
局
と
地
域

協
議
会
の
具
体
的
な
中
身
に
つ
い

て
、
精
力
的
に
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
検
討
さ
れ
て

い
る
内
容
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
お

伝
え
し
ま
す
。

地
域
総
合
局
は
、
戸
籍
や
住
民

票
の
交
付
な
ど
、
従
来
の
支
所
機

能
の
ほ
か
、
小
規
模
な
土
木
事
業

や
地
域
独
自
の
事
業
、
住
民
の
自

治
活
動
の
支
援
な
ど
、
特
色
あ
る

地
域
振
興
の
た
め
の
役
割
を
担
い

ま
す
。
産
業
振
興
・
基
盤
整
備
・

保
健
福
祉
・
教
育
文
化
な
ど
の
部

門
を
備
え
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

総
合
局
長
は
部
長
職
相
当
の
一

般
職
員
を
想
定
し
て
、
一
定
の
権

限
を
与
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
域
で
積
上
げ
た
予
算

を
市
長
の
査
定
を
経
て
、
新
市
の

予
算
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
く
考

え
で
す
。
予
算
の
決
め
方
、
金
額

は
こ
れ
か
ら
詰
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
協
議
会
の
委
員
は
、
一
定

数
以
内
で
、
公
募
を
含
め
、
住
民

各
層
か
ら
選
任
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。
協
議
会
は
、
地
域
内
に
関
す

る
事
業
や
、予
算
な
ど
に
つ
い
て
、

市
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

地
域
自
治
の
代
表
機
関
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。委
員
の
任
期
や
報
酬
、

協
議
会
の
開
催
時
期
や
回
数
な

ど
、
具
体
的
な
形
態
は
、
現
在
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
自
治
組
織
は
、
身
近
な
こ

と
は
地
域
で
考
え
、
可
能
な
限
り

地
域
で
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う

仕
組
み
で
す
。

例
え
ば
農
道
や
外
灯
の
整
備
な

ど
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
た
い

と
き
、
直
接
本
庁
で
対
応
す
る
の

で
は
な
く
、
住
民
の
声
が
届
き
や

す
い
地
域
総
合
局
で
処
理
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
住
民
の

方
が
、
わ
ざ
わ
ざ
本
庁
に
出
向
か

な
く
て
も
済
む
の
で
、
事
務
処
理

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
も
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
地
域
自
治
組
織
を

置
く
こ
と
で
、
区
や
自
治
公
民
館

の
活
動
が
後
退
す
る
こ
と
な
く
、

よ
り
活
発
に
な
り
、
住
民
自
治
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
合
局
で
特
色
生
か
し
た
振
興

協
議
会
委
員
は
住
民
各
層
か
ら

本　庁（市長）

現行の市町村単位

■地域自治組織のすがた

地
域
協
議
会

地
域
総
合
局

協働活動

協働活動

・区長会
・公民館
・地域生活
　関係団体
・地域振興
　関係団体
・文化関係
　団体
・まちづくり
　グループ
・その他

・地域振興部門

・福祉部門

・窓口部門

・教育部門

地域自治組織
市　民 市　民

委員の選任、諮問

意見、建議、答申

局長の選任、一部権限
の委譲、指揮監督

予算要望、報告、提言

合併を機に自治活動の活性化を図りたい

地域自治組織の中身は…



弟
と
妹
が
く

れ
た
夢

私
の
将
来
の

夢
は
保
育
士
で

す
。
私
は
、
小

さ
い
子
が
大
好

き
で
、
小
さ
い

子
と
遊
ん
で
い
る
時
間
は
と
て
も
幸
せ

な
時
間
で
す
。
私
が
こ
の
夢
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
の
は
弟
と
妹
で
す
。
私
が

六
才
の
時
に
妹
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
の
妹
の
手
は
、
小
さ
く
も
み
じ
の

よ
う
な
手
で
と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、し
ゃ
べ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、わ
け
も
わ
か
ら

ず
「
ば
か
」
と
か
「
え
ー
」
と
か
、い
ろ

い
ろ
言
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
妹
が
大
好
き
で
し
た
。

今
で
は
、
す
っ
か
り
か
わ
い
げ
が
な
く

な
っ
た
弟
や
妹
で
す
が
、
弟
と
妹
が
く

れ
た
夢
。
一
言
「
あ
り
が
と
う
。」
と

言
っ
て
み
た
い
け
ど
、
も
う
は
ず
か
し

く
て
言
え
ま
せ
ん
。

夢
は
甲
子
園

ぼ
く
の
夢

は
、
甲
子
園
で

す
。
ぼ
く
は
、

二
年
生
の
時
か

ら
お
兄
ち
ゃ
ん

の
影
響
も
あ
っ

て
少
年
野
球
を
始
め
ま
し
た
。
六
年
生

に
な
り
、キ
ャ
プ
テ
ン
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
・

四
番
と
な
り
ま
し
た
。キ
ャ
プ
テ
ン
と
し

て
の
責
任
や
コ
ー
ル
ド
負
け
で
と
て
も

く
や
し
か
っ
た
こ
と
、
最
後
の
大
会
を

好
成
績
で
終
わ
れ
満
足
し
た
こ
と
な

ど
、
小
学
校
生
活
で
の
思
い
出
を
少
年

野
球
が
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、少
年
野
球
は
、他
の
学
校
の
友

だ
ち
も
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
甲
子
園
に
出
て
活
や
く
で

き
る
よ
う
に
中
学
校
へ
行
っ
て
も
好
き

な
野
球
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

東
雲
小
学
校
は
、
桃
・
ぶ
ど
う

の
果
樹
地
帯
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊

か
な
環
境
の
学
校
で
「
明
る
く
健

康
で
情
操
豊
か
な
子
ど
も
」
を
教

育
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
年
間
を

通
し
て
、
地
域
に
あ
る
福
祉
施
設

と
の
交
流
や
東
雲
タ
イ
ム
を
設
け

て
体
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

「
東
雲
タ
イ
ム
」
―
―
こ
れ
は
、

月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
朝
八
時
二
十

分
か
ら
八
時
三
十
五
分
の
十
五
分

間
、
曜
日
ご
と
に
読
書
、
柔
軟
運

動
、
な
か
よ
し
広
場
（
縦
割
り
班

活
動
）に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。特

に
な
か
よ
し
広
場
で
は
、
児
童
会

を
中
心
に
し
て
、
上
級
生
と
下
級

生
が
竹
馬
や
昔
の
遊
び
、
鬼
ご
っ

こ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

し
て
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
育
成

に
努
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
郵
便
局
は
、
児
童
が
お

金
の
た
い
せ
つ
さ
を
学
ぶ
金
銭
教

育
の
一
環
と
し
て
、
児
童
自
ら
通

帳
と
お
金
を
持
っ
て
来
て
、
郵
便

局
に
預
け
る
活
動
で
す
。
お
こ
づ

か
い
な
ど
貯
め
た
お
金
を
節
約
し

て
貯
蓄
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ

せ
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
お
金

や
物
を
た
い
せ
つ
に
す
る
心
を
育

ま
せ
よ
う
と
体
験
学
習
の
ひ
と
つ

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
雲
小
学
校
で
は
、
こ
の
活
動
が

四
十
年
近
く
続
け
ら
れ
、
毎
年
、

日
本
郵
政
公
社
か
ら
表
彰
を
受
け

て
い
ま
す
。

毎
年
、
八
月
と
十
一
月
に
は
福

祉
施
設
の
勝
沼
授
産
園
や
地
域
の

か
た
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。
八

月
に
行
わ
れ
た
授
産
園
の
主
催
に

よ
る
「
夏
祭
り
」
に
は
、
児
童
も

参
加
し
、
歌
や
演
劇
な
ど
楽
し
い

時
間
を
い
っ
し
ょ
に
過
ご
し
ま
す
。

ま
た
、
十
一
月
に
は
「
東
雲
祭
」

が
行
わ
れ
、
地
域
の
み
な
さ
ん
や

授
産
園
の
か
た
を
招
き
交
流
が
深

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
色
あ
る
学
校
教
育
の
一
環
と

し
て
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
お

年
寄
り
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
っ

て
い
ま
す
。
福
祉
教
育
と
し
て
、

地
域
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の

「
豊
か
な
心
」
を
育
ん
で
い
ま
す
。

東
雲
小
学
校
の
校
舎
北
側
に
あ

る
「
自
然
の
杜
」。
子
ど
も
た
ち

は
、
こ
の
杜
で
木
や
草
花
、
虫
や

植
物
な
ど
年
間
を
通
し
て
季
節
を

感
じ
、
植
物
や
昆
虫
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
が
、
学

び
の
場
と
な
り
「
確
か
な
学
力
」

と
「
心
豊
か
な
人
間
性
」
を
育
ま

せ
よ
う
と
学
校
で
は
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
自
然
に
親
し
み
な
が
ら

学
び
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
力
強
く
育
っ
て
い
ま
す
。

─ 6─

勝沼授産園のか
たと交流を深め

る

今
回
紹
介
す
る
東
雲
小
学
校

は
、
全
校
児
童
二
百
九
名
の
学

校
で
町
内
の
小
学
校
で
は
最
も

児
童
数
が
多
い
学
校
で
す
。
み

ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
の
明
る
い

学
校
を
紹
介
し
ま
す
。

交
流
で
豊
か
な
心
を
育
む

発
見
が
い
っ
ぱ
い

「
自
然
の
杜
」

児
童
会
テ
ー
マ

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

楽
し
い
東
雲
小
学
校
」

お
金
の
た
い
せ
つ
さ
を
学
ぶ

＝
子
ど
も
郵
便
局
＝

月に一度、登校時にごみを拾い地域をきれいに
する「月例清掃」

風間幸代さん（６年）風間祥吾くん（６年）
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十
二
月
二
十
五
日
（
土
）
に
勝
沼
町
図
書
館
で
ク

リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

館
内
で
は
、
勝
沼
人
形
劇
団
「
ぶ
ど
う
の
実
」
の
み

な
さ
ん
が
人
形
劇
や
手
遊
び
歌
な
ど
来
館
者
と
い
っ

し
ょ
に
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
・
バ
ン
ダ
コ
ン

サ
ー
ト
や
サ
ン
タ
さ
ん
と

撮
影
会
も
行
わ
れ
、
ち

び
っ
こ
か
ら
お
年
寄

り
が
図
書
館
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

十
二
月
十
九
日
（
日
）

に
祝
地
区
の
住
民
や
消
防

団
員
の
み
な
さ
ん
約
二
百

五
十
人
が
参
加
し
て
、
中

央
道
側
道
の
長
尾
橋
か
ら

大
築
地
橋
の
間
の
ゴ
ミ
拾

い
、
側
道
沿
い
の
草
刈
り

を
し
ま
し
た
。
当
日
は
天

候
も
よ
く
、
参
加
者
は
汗

を
流
し
な
が
ら
一
生
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

中
央
道
側
道
を
清
掃＝

岩
崎
地
区
住
民
＝

勝
沼
町
消
防
団
（
武
藤
雅
美
団
長
）

に
よ
る
出
初
式
が
、
一
月
九
日
（
日
）

に
勝
沼
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
を
は
じ
め
、

関
係
者
約
三
百
五
十
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
消
防
・
防
災

活
動
に
貢
献
し
て
い
る
団
員
の
表
彰

や
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
後
、各

分
団
が
ポ
ン
プ
車
操
法
や
分
列
行
進

を
披
露
。町
民
が
安
心
で
き
る
ま
ち
に

な
る
よ
う
に
祈
願
し
ま
し
た
。

勝
沼
町
消
防
団
・

出
初
式
を
開
催

ぶ
ど
う
の
丘
で
一
月
一
日
（
土
）
か
ら
三
日

（
月
）
の
三
日
間
「
新
春
餅
つ
き
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
宿
泊
し
た
お
客
さ
ま

に
新
年
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
昨
年
か
ら
企

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
餅
つ
き
は
始
め
て
と
い

う
か
た
も
い
ま
し
た
が
、
一
生
懸
命
つ
く
っ
た

お
餅
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
月
一
日
に
は
温
泉
施
設
の
「
天
空

の
湯
」
で
利
用
者
に
ワ
イ
ン
が
無
料
で
振
る
舞

わ
れ
、
来
客
者
は
ぶ
ど
う
の
丘
で
新
春
を
楽
し

み
ま
し
た
。

新
春
を
祝
い
餅
つ
き
大
会

＝
ぶ
ど
う
の
丘
＝

KATSUNUMA

図
書
館
でク

リ
ス
マ
ス
を
楽
し
む



人のうごき 平成17年1月1日現在（前月比） 世帯数2,988戸（＋6） 人口9,613人（－1） 男4,657人（－2） 女4,956人（＋1）

ちびっこフォトでは、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて
広報担当までお申し込みください。

か わ い い 瞳 み ん な 元 気

　ウルトラマンがだいすきな充くん。強く、優しく、元気よく成長してねと、
父・剛さん、母・説子さん。

　いつまでも、みんな元気
でなか

よく大きくなってね。大人
になっ

ても協力し合える兄弟でね
と、

父・博さん、母・眞理さん
。

　いつも明るくて家族みんなに元
気をくれる衣ちゃん。素直でやさ
しい子に育ってねと、
父・義美さん、母・真由美さん。

地　区　　　氏　名　　　 保護者

勝　沼　　小林　美月
み づ き

勇人・由美

藤　井　　渡邉　　萌
もえ

文夫・千鶴子

小佐手　　坂田　愛生
め い

武史・広子

地　区　　　　夫　　　　　　妻

勝　沼　　丸山　祐司　　松木　利紗

〃　　　望月　信吾　　小野　晴美

休　息　　堀内　芳紀　　岡本　美穂

地　区　　　氏　名　 年齢　 届出人

勝　沼　　福井　三郎　 78 福井十三夜

等々力　　澤登　光男　 49 鈴木　　慎

下岩崎　　　田　克已　 83 前田　佳貫

〃　　　辻　　國男　 76 辻　けさ子

上岩崎　　天野　公仁　 25 天野　和仁

小佐手　　　田　保充　 82 駒田　　明

〃　　　辻　きのゑ　 93 π 節夫

山　　　桐　きく　　100 桐原　善次

平成16年12月１日～12月31日届出（敬称略）

お誕生

ご結婚

おくやみ

昨
年
の
九
月
議
会
で
建

設
費
を
補
正
し
た
「
祝
ふ

れ
あ
い
親
子
館
」
が
完
成

し
、
一
月
六
日
（
木
）
か
ら

利
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
施
設
は
、
子
育
て
支
援
事

業
で
の
利
用
を
主
目
的
と
し

て
、
祝
小
学
校
体
育
館
東
側

に
建
設
を
し
、
ぶ
ど
う
の
国

文
化
館
で
実
施
し
て
い
た
学

童
保
育
を
移
転
し
ま
し
た
。

女
性
の
社
会
参
加
が
進
む

な
か
で
、
子
育
て
の
支
援
策

を
望
む
声
に
対
し
て
は
、
町

内
四
地
区
で
小
学
校
単
位
に

児
童
館
を
整
備
す
る
こ
と
を

町
で
は
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
童
保
育
の
希
望
者

が
全
員
利
用
で
き
る
よ
う
に

運
営
を
民
間
保
育
園
に
委
託

し
て
い
ま
す
。

今
回
建
設
の
「
祝
ふ
れ
あ
い

親
子
館
」
は
四
十
人
ほ
ど
の
学

童
保
育
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
小
学
校
低
学
年
を
対
象

と
し
た
学
童
保
育
は
年
々
希

望
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
町

で
は
今
後
も
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
子
育
て

支
援
事
業
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

スポット・子育て支援事業

「
祝
ふ
れ
あ
い
親
子
館
」
が
完
成

勝沼町役場●
旧甲州街道

祝小

祝ふれあい
親子館

ぶどうの国
　　文化館●

ぶどう橋

勝沼町図書館●
文

「
祝
ふ
れ
あ
い
親
子
館
」
は
一
月
六
日

に
開
館
。
三
十
四
名
の
児
童
が
利
用


